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全社方針「環境先進」を体現
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■工事名称：（仮称）港区芝浦四丁目計画
■工事場所：東京都港区芝浦４丁目－
■事　業　主：東急不動産株式会社
■設　計　者：前田建設工業・住友林業共同企業体
■施　工　者：前田建設工業・住友林業共同企業体
■敷地面積：．㎡

■建築面積：．㎡
■延床面積：，．㎡
■構　　造：ＲＣ造（一部Ｓ造、一部Ｗ造）
■階　　数：９階
■用　　途：集合住宅（戸）、店舗
■工　　期：年４月１日～年月日

（写真提供：東急不動産株式会社）
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　「コンフォリア芝浦ＭＯＫＵ」は木と
緑を取り入れた新しい価値感を生み出す
サステナブルな賃貸住宅を目指しまし
た。
　外壁やマリオン、庇（ひさし）・バル
コニーの軒天の仕上げに木羽目板を使用
し、共用部であるラウンジの天井ルー
バーに天然木を採用するなど、積極的な
木質化を図っています。
　また９階住戸の一部を木造とし、構造
躯体においても木材利用を推進しまし
た。木柱はボリュームを抑えることがで
き、リビングルームに大開口を設けるこ
とが可能となりプレミアム感のある住戸
が実現しました。
　９割以上の住戸には「床チャンバー空
調システム」を採用しました。ハウジン
グエアコンと全熱交換形換気装置を利用
した全館空調システムで、省エネ性に優
れ年間を通じて快適で安定した居住空間
を実現しました。
　緑化計画については基壇部となる１階
と２階の間のトレンチピット部分に壁面
緑化を採用し、地上部と連続性をもった
ボリューム感のある緑を実現しました。
　各所にしつらえた「木」と「緑」は、
竣工時の新しさのみならず、人々が利用
する中での変化や経年による風合いの美
化を楽しみながら生活することを期待し
ています。
　前田建設工業株式会社建築事業本部
　建築設計第２部設計第３グループ

　高野貴美子

　東京都港区芝浦４丁目で開発を進めて
まいりました賃貸レジデンス「コンフォ
リア芝浦ＭＯＫＵ」が完成しました。木
材をＲＣ構造の中に組み込んだ木造ハイ
ブリッド構造建築とし、木と共にある暮
らしを実現する内外装デザインを含め、
当社が全社方針に掲げる「環境先進」を
体現した物件となっています。

　芝浦は分譲・賃貸ともに当社の開発実
績があるエリアです。ＪＲ山手線の持つ
力強さと本物件まで徒歩９分という田町
駅の開発による駅力の高さは、コンフォ
リアシリーズが目指すアクティブな生活
を可能とする利便性の高い立地と捉えて
います。
　総戸数戸の各住戸は、メインターゲ
ットとするＤＩＮＫＳやプレファミリー
向けにゆとりのある間取りとしました。

建物１階にドラッグストアも開業し、生
活利便性のさらなる向上も期待できま
す。
　サステナブルな素材である木の使用に
加え、緑化、全館空調システムの導入、Z
EH-M Oriented認定・低炭素建築物認
定の取得など、環境への各種取り組みに
共感いただけるような、感度の高い方々

に住んでいただきたいと考えています。
　一時的に居住する賃貸住宅でありなが
ら、月日とともに風合いや味わいが深ま
り、価値が深まっていく木のように愛着
を持てる住まいを目指しています。
　当社は、開発実績がある芝浦エリアで
引き続きレジデンス事業の継続を検討し
ています。そして、より広域な品川～豊
洲の沿岸部エリアで積極的に事業を展開
していく方針です。


